























































領の時期である 2008 年には大々的な「建国 60 周年行事」を行い，臨時政府を卑下する内容の建国
60 周年記念パンフレットを初・中等学校に配布したこともあった（1）。朴槿恵大統領も 2016 年光復節



















（1）　「イ大統領，90 数年記念演説“臨時政府は大韓民国の根”」『ハンギョレ新聞』2009 年 4 月 14 日付。








まずは，日本と韓国の研究史を簡単に整理してみよう。1950 ～ 1960 年代後半は，「原因」「主体」
をめぐる論争の端緒と発展史観の確立の時期である。この時期に三・一運動をめぐる本格的な研究
がスタートする。戦後，日本では在日朝鮮人によって，早くも朝鮮科学者同盟記念論集『朝鮮解





現代的意義（上）（下）」（『思想』372，373，1955 年 6，7 月），「三・一運動について（1）（2）」（『歴史








90，1967 年 4 月）によって三・一運動に対する弾圧政策の基本的枠組みが整理されたといってよい。






ある。中塚明「日本帝国主義と朝鮮─三・一運動と「文化政治」」（『日本史研究』83，1966 年 3 月），
同「朝鮮の民族運動と日本の朝鮮支配」（『思想』537，1969 年 3 月）は，「植民地の民族運動との対
抗・矛盾のあり方が，植民地支配の性格を特徴づける」という対抗的歴史像に基づいて日本帝国主
義の朝鮮支配の性格を明らかにするとともに，朝鮮なき日本帝国主義史研究の問題点を鋭く指摘した。






1970 ～ 80 年代になると，「民族統一」「挙族」の中の多様性や対立，思想を問う論争や研究が進




























































伝 1 朝鮮三・一独立運動』（新幹社，2002 年），同『呂運亨評伝 2 上海臨時政府』（新幹社，2005 年）








（5）　朝鮮史研究会編『朝鮮史研究会入門』名古屋大学出版会，2011 年，237 ～ 238 頁。
（6）　拙稿「「民衆」の問い方を問い直すⅠ─朝鮮近現代史・日朝関係史から」（歴史学研究会編『第 4 次現代歴史学







2000 年）や，李廷銀『3・1 独立運動の地方示威に関する研究』（国学資料院，서울，2009 年），朴桓
























































簿（1 冊 217 頁，630 人）」（国家記録院：2013 年 11 月 19 日公開）が駐日韓国大使館倉庫で発見され
たが（1953 年 4 月の第二次日韓会談前に内務部が全国調査したもの），植民地支配の被害に関わる
問題は「15 年戦争」にとどまらない。朝鮮史研究者から見た日本帝国主義史への「問い」が本稿に
は込められている。
本特集が三・一独立運動をめぐる議論と植民地期の朝鮮と日本，同時代の世界に関わる歴史認識
を深化させる契機となれば幸いである。
（しん・ちゃんう　法政大学社会学部教授）
（8）　永原陽子編『「植民地責任」論─脱植民地化の比較史』青木書店，2009 年。
